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全国の付着金属片の材料分析のサンプル抽出の考え方

全国の付着金属片の材料分析のサンプル抽出については、以下の観点に着目して、
地域的なバランス等も考慮しつつ、４０個を抽出した。

（注、以下の図では、全体の中には不明なものがあるため総数は異なる ）。

１）付着場所に着目した場合の内訳

付着金属片 防護柵 ボルト部
→ ２０個

４４３２ ２６９７

継ぎ目部
→ １６個

１７２０

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ等
→ ４個

７９

２）車両が接触した形跡の有無に着目した場合

付着金属片 接触跡有り
→ ２１個

（防護柵） ３６４１

接触跡なし
→ １９個

６２２

３）金属片の形状に着目した場合

付着金属片 三角形
→ ３６個

（防護柵） ３５９２

その他
→ ４個

７６１

４）金属片の厚さに着目した場合

1mm付着金属片 厚さ～
→ ２７個

（防護柵） ２３４７

以上1mm
→ １３個

１０７４

５）塗料の有無に着目した場合

付着金属片 塗料有り
→ ２１個

（防護柵） ２１５５

塗料無し
→ １９個

１９４６




